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Abstract: Exhaust gas from vehicles causes damage of human health in the city with a lot of traffic. According to the 

measurement of nitrogen oxides concentration in Route 43, the concentration is different from each intersection. The purpose 

of this study is to find out the cause of the difference in the concentration distribution; the emission was estimated from the 

actual traffic volume, and concentration was analyzed from the shape of building and ambient wind by using CFD. This result 

showed that both traffic volume and the shape of building affect NOx concentration distribution. 
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１．研究背景と目的 

 近年、自動車排気ガスから生じる窒素酸化物による道

路沿道の大気汚染が深刻化し、その対策が必要とされて

いる。尼崎市では大気汚染による公害病が発生したため

多くの公害対策が行われた。1)その対策の一環として平成

20年1月に簡易測定法による国道43号線でのNOx濃度

調査が行われた。Fig.1 は対象地域の地図を、Fig.2 では

NOx調査結果を示す。この濃度の差がどこからきている

のかを知ることを本研究の目的とする。 

２．交通量による窒素酸化物排出量の推定 

 交通量から窒素酸化物排出量の推定を行った。東本町交

差点と五合橋交差点では平成 23年 10月 5日に、出屋敷交

差点と道意交差点では 12月7日に、それぞれ朝の交通ラッ

シュ時の７時から 8時の間に、交差点のビデオ撮影を行い、

交差点の交通量と信号パターンの測定を行った。各交差点

での 1 時間当たりの交通量を Table.1 に、信号パターンを

Fig.2に示す。これをもとに交通シミュレーションソフトで

ある NETSIM を用いて計算した道路ごとの自動車の平均

速度をTable.2に示す。

自動車の平均速度から、速度に依存するNOx排出量原単位算出式 2)を用いてNOx排出量を推定した。対

象となる交差点から最も近い一般局の城内高校でのNOx濃度 0.042ppm
3)をバックグラウンドNOx濃度とし

て、得られたNOx排出量と実測したNOx濃度との相関をFig.4に示す。五合橋交差点と東本町交差点におい

ては直線から外れており、交通量だけでなく別の要因もあるのではないかと推測された。 

  

東本町交差点の信号パターン 五合橋交差点の信号パターン 

  

出屋敷交差点の信号パターン 道意交差点の信号パターン 

Fig.3 各交差点の信号パターン

Fig.1 観測地点の国道43号線の交差点 

Fig.2 国道43号線の濃度分布 



 

 

 

 

３.建物形状による濃度分布の解析 

 次に、数値流体解析シミュレーションソフトであ

るFlow Designer 9を用いて建物形状による濃度分布

の比較を行った。Google Earthをもとに作成した交

差点付近の建物モデルを Fig.5 に示す。対象の交差

点から最も近い観測所である豊中観測所の平成 20

年1月の風向ごとの平均風速を外気風とした。風向

の割合と風向ごとの平均風速を Table.3 に示す。ま

た、すべての交差点で NOx 排出量は一定とした。

風向ごとに求めた NOx 濃度を、風向の割合ごとに

重みを付けて平均 NOx 濃度とした。解析の結果を

Fig.6 に示す。Fig.4 では、直線から下に外れていた

東本町交差点では、建物形状の影響によって他の交

差点よりも NOx 濃度が高くなるため、各交差点

NOxの濃度の差は、建物形状による影響もあるとい

うことが示唆される。 

４.結論 

 本研究によって各交差点でのNOx濃度の差は交通

量による排出量の違いと付近の建物形状による影響

が大きいことが分かった。 
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道路 入口 出口 入口 出口 入口 出口 入口 出口
東 11.3 57.4 7.7 53.3 10.2 54.3 15.1 54.4
西 10.5 54.9 10.3 51.2 10.1 55.2 10.7 53.3

西側道 5.1 - - - - - - -
南 4.4 46.0 5.2 44.3 7.0 49.8 4.5 50.0
北 4.1 45.9 6.2 49.5 6.4 49.4 4.6 49.6

東本町交差点五合橋交差点出屋敷交差点 道意交差点

Table.2 道路ごとの平均速度(km/h) 

y = 0.0824x + 36.758
R² = 0.8958
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Fig.4 実測NOx濃度と推定NOx排出量の関係 

Table.1各交差点での一時間当たりの交通量(台) 

東本町 五合橋 出屋敷 道意

乗用車 3768 3820 3372 2988
トラック 1584 1580 1548 1300

風向 割合 風速(m/s) 風向 割合 風速(m/s)
北 0.06 3.46 南 0.01 1.17

北北東 0.04 2.62 南南西 0.02 1.69
北東 0.04 2.42 南西 0.04 3.03
東北東 0.04 2.13 西南西 0.06 2.91
東 0.03 2.12 西 0.07 2.43

東南東 0.01 1.57 西北西 0.11 2.57
南東 0.02 1.42 北西 0.28 2.75
南南東 0.00 - 北北西 0.16 4.02

静穏 0.02 -

Table.3 平成20年1月の豊中の風向の割合と 

風向ごとの平均風速 4)
 

Fig.6 各交差点での平均NOx濃度 

  

東本町交差点 五合橋交差点 

  

出屋敷交差点 道意交差点 

Fig.5 各交差点の建物形状モデル 

 


